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帝
京
大
学
史
学
科
美
術
史
・
文
化
遺
産
実
習
２

主
催
、
辻
清
明
「
清
風
庵
」
茶
会
報
告
（
令
和

五
年
冬
、
令
和
六
年
夏
）

岡
部
昌
幸
・
鴻
村
大
地 

編

　

帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
岡
部
昌
幸
ゼ
ミ
で
は
過
去
十
年
以

上
に
わ
た
っ
て
、
定
期
的
に
茶
会
を
開
催
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
令
和
五
年
十
二
月
（
第
三
十
三
回
）
お
よ
び
令
和
六
年
八
月

（
第
三
十
四
回
）
の
二
回
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　

本
茶
会
は
、
辻
清
明
氏
（
一
九
二
七
～
二
〇
〇
八
、
陶
芸

家
）（

1
）の

旧
居
敷
地
内
に
あ
る
「
清
風
庵
」
に
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
帝
京
大
学
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
部
多
摩
市
に
立
地

し
て
い
る
。
帝
京
大
学
周
辺
の
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
岡
部
昌
幸
（
当
時
、
大
学
院
教
授
）
担
当
の
美
術

史
実
習
・
演
習
の
企
画
で
始
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
茶
道
を
体
験
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
茶
会
を
通
し
て
辻
夫
妻（

2
）の

作
品
と
の
触
れ
合
い
や

地
域
と
学
生
の
交
流
、
登
り
窯
と
「
清
風
庵
」
の
保
存
・
利
用

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
茶
会
で
は
作
法
に
拘
ら

ず
、
学
生
や
辻
家
の
方
々
、
客
人
を
交
え
た
愉
し
さ
を
共
有
す

る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
貴
重
な
茶
器
や
茶
室
を
惜
し
げ
も
な

く
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
開
催
に
際
し
全
面
的
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
辻
家
の
皆
様
及
び
帝
京
大
学
裏
千
家
茶
道
部

の
皆
様
そ
し
て
有
志
で
お
力
添
え
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
く
思
い
ま
す
。

　

辻
清
明
旧
居
の
敷
地
内
に
存
在
す
る
清
風
庵
に
は
、
三
畳
ほ

ど
の
広
さ
の
小
さ
な
空
間
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
五
八

一
年
頃
に
確
立
さ
れ
た
「
小
間
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
あ
り
、

二
、
三
畳
の
狭
い
空
間
や
躙
り
口
と
呼
ば
れ
る
客
用
の
出
入
り

口
が
存
在
し
て
い
る
。

　

清
風
庵
は
、
伝
統
的
な
茶
室
を
受
け
継
い
で
お
り
、
さ
ら
に

辻
清
明
の
工
夫
や
拘
り
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
独
自
の
空
間
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を
作
り
出
し
て
い
る
。
本
茶
会
で
は
、
茶
席
や
清
風
庵
の
建
築

仕
様
、
そ
の
周
り
の
自
然
環
境
を
間
近
で
愉
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

開
催
日

　

第
三
十
三
回　

令
和
五
年
十
二
月
十
日
（
日
）
虹
の
茶
会

　

�

第
三
十
四
回　

令
和
六
年
八
月
四
日
（
日
）
ひ
な
げ
し
の
茶

会

　

主
催
：�

帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
美
術
史
・
文
化
遺
産
実
習

（
岡
部
ゼ
ミ
）

　

協
力
：
帝
京
大
学
裏
千
家
茶
道
部

茶
会
記
（
第
三
十
三
回
虹
の
茶
会
）

　

日
程
：
令
和
五
年
十
二
月
十
日
（
土
）
十
三
時
～
十
八
時

　

天
気
：
曇
り

　

場
所
：
連
光
寺
坂
辻
清
明
旧
居　

清
風
庵

　

運
営
：�

岡
部
昌
幸
（
総
括
）、
鴻
村
大
地
（
学
生
代
表
）、
美

術
史
・
文
化
遺
産
実
習
（
岡
部
ゼ
ミ
）

　

参
加
者
：
一
般
人
十
二
名
、
帝
京
大
学
生
五
名

第
三
十
三
回
虹
の
茶
会
道
具
立
て

亭
主　
　
　
　
　
　
　

上
田
和
慶

半
東　
　
　
　
　
　
　

杉
本
磨
洸

床　
　
《
虹
》　　
　
　

下
村
観
山
（
岡
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）　

花
生　

織
部　
　
　
　

辻
清
明

花　

椿　

万
両
の
実

風
炉　

信
楽　
　
　
　

辻
清
明

水
指　

信
楽　
　
　
　

辻
清
明

茶
碗　

唐
津　
　
　
　

辻
清
明

平
茶
碗
三
点　
　
　
　

辻
清
明

八
寸　

灰
釉　
　
　
　

辻
清
明

棗　建
水　

木
製　
　
　
　

辻
協
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御
茶　

式
部
の
昔　
　

山
政
小
山
園

菓
子　

お
と
ぎ
草
子　

吉
廼
家

床　

下
村
観
山
《
虹
》

　

材
質
・
技
法
：
紙
本
彩
色

　

本
作
は
雨
上
が
り
の
直
後
を
描
い
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

付
け
た
て
技
法
で
描
か
れ
た
雁
（
雁
行
）
が
手
前
の
山
か
ら
飛

び
立
っ
て
い
る
。
右
側
に
描
か
れ
た
「
虹
」
は
写
実
的
に
描
か

れ
て
お
り
、
人
の
視
覚
的
観
点
を
上
手
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

複
数
色
で
描
か
ず
、
赤
系
（
朱
ま
た
は
橙
）
と
青
系
（
群
青
と

思
わ
れ
る
）
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
左
奥
に
描
か
れ
た
山
は
薄

い
群
青
色
で
、
手
前
の
山
と
の
距
離
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。 

　

本
作
の
作
者
下
村
観
山
（
一
八
七
三
～
一
九
三
〇
）
は
明
治

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
あ
る
。
狩
野

芳
崖
や
橋
本
雅
邦
そ
し
て
東
京
美
術
学
校
に
入
学
後
は
岡
倉
天

心
か
ら
絵
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

　

観
山
は
天
心
を
敬
愛
し
、
狩
野
派
だ
け
で
な
く
、
や
ま
と
絵

や
琳
派
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
幅
広
い
表
現
を
積
極

的
に
学
ん
だ
。
観
山
は
、
特
に
古
典
的
な
絵
画
技
法
に
長
け
て

お
り
、
彼
の
手
に
よ
る
日
本
古
典
絵
巻
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
聖
母

子
像
な
ど
の
精
密
な
描
写
で
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

共
箱
に
は
、「
虹  

下
村
観
山
必
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中

心
付
近
に
縦
の
折
り
線
が
あ
る
た
め
元
々
は
画
帳
だ
っ
た
も
の

を
掛
け
軸
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

　

作
品
は
紙
本
彩
色
で
あ
る
が
、
本
紙
以
外
は
絹
で
で
き
て
い

る
。
ま
た
風
帯
が
な
い
こ
と
か
ら
、
茶
室
や
床
の
間
用
の
掛
け

軸
と
し
て
再
編
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

　

制
作
年
代
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
作
風
が
一
九
二
六
年

に
観
山
が
描
い
た
《
近
江
八
景
》
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た

《
近
江
八
景
》
で
使
用
さ
れ
て
い
る
落
款
及
び
印
が
、
本
作
の

落
款
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
作
が
《
近
江
八

景
》
と
関
連
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く

一
九
二
六
年
頃
の
晩
年
期
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
と
推
察
さ
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れ
る
。 

　

ま
た
、
類
似
作
品
と
し
て
京
都
三
千
院
の
《
虹
の
間
》
が
挙

げ
ら
れ
る
。
三
千
院
は
京
都
左
京
区
に
あ
る
天
台
宗
の
寺
院
で

あ
る
。
境
内
に
は
往
生
極
楽
院
（
重
要
文
化
財
）
と
阿
弥
陀
三

尊
座
像
（
国
宝
）
が
あ
る
。《
虹
の
間
》
は
観
山
最
晩
年
の
作

品
で
英
国
の
サ
ー
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
三
千

院
に
寄
贈
す
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。《
虹
の
間
》

は
赤
系
の
色
を
使
用
せ
ず
、
虹
を
表
現
し
て
い
る
。

茶
会
記
（
第
三
十
四
回
ひ
な
げ
し
の
茶
会
）

　

日
程
：
令
和
六
年
八
月
四
日
（
日
）
十
三
時
～
十
八
時

　

天
候
：
晴
れ 

　

場
所
：
連
光
寺
坂
辻
清
明
旧
居　

清
風
庵

　

運
営
：�

岡
部
昌
幸
（
総
括
）、
鴻
村
大
地
（
学
生
代
表
）、
美

術
史
・
文
化
遺
産
実
習
（
岡
部
ゼ
ミ
）

　

参
加
者
：�

辻
家
か
ら
三
名　
一般
参
加
九
名　

他
大
学
学
生
一

名
、
帝
京
大
学
生
三
名
（
運
営
メ
ン
バ
ー
含
ま
ず
）

第
三
十
四
回
ひ
な
げ
し
の
茶
会
道
具
立
て

亭
主
及
び
半
東　
　
　
　
　
　

�

上
田
和
慶　

田
中
利
久　

竹
内

天
斗

床　
　
　
　
　
《
ひ
な
げ
し
》　�

小
早
川
清　
　
（
岡
部
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）

唐
津
陶
缶
花
入　
　
　
　
　
　

辻
清
明

花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
日
草　

信
楽
瓢
箪
付
き
風
炉　
　
　
　

辻
清
明

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
水
指　
　

辻
清
明

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
茶
碗　
　

辻
清
明

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
菓
子
器　

辻
清
明

漆
棗

建
水

竹
蓋
置　

木
製

鬼
灯
釜

御
茶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
重　

芳
翠
園
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菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
生
菓
子　

宝
来
屋

床　

小
早
川
清
《
ひ
な
げ
し
》

　

材
質
：
紙
本
彩
色

　

小
早
川
清
（
一
八
九
九
～
一
九
四
八
）
は
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
あ
る
。
福
岡
市
博
多
に
生
ま

れ
、
は
じ
め
は
南
画
家
の
上
田
鉄
耕
の
も
と
で
絵
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
一
九
一
五
年
に
上
京
す
る
。
鏑
木
清
方
（
一
八
七
八
～

一
九
七
二
）
に
師
事
し
、
門
下
の
集
う
郷
土
会
に
て
伊
藤
深

水
、
川
瀬
巴
水
ら
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
実
力
を
上
げ
て
い
っ

た
。
小
早
川
清
の
画
業
は
三
〇
年
ほ
ど
で
、
発
表
の
場
は
主
に

帝
展
、
文
展
、
新
文
展
で
あ
っ
た
。
画
題
は
美
人
画
が
多
く
、

艶
麗
で
エ
チ
ゾ
チ
ッ
ク
か
つ
時
代
に
即
し
た
女
性
像
を
得
意
と

し
た
。
一
九
二
四
年
の
第
五
回
帝
展
に
て
《
長
崎
の
お
菊
さ

ん
》
が
初
入
選
し
、
そ
れ
以
降
一
九
三
四
年
の
第
十
五
回
展
ま

で
ほ
ぼ
毎
回
入
選
を
続
け
た
。
一
九
三
三
年
の
第
十
四
回
展
で

は
歌
手
の
市
丸
を
描
い
た
《
旗
亭
涼
宵
（
き
て
い
り
ょ
う
し
ょ

う
）》
が
特
選
と
な
り
、
そ
の
後
の
文
展
で
は
第
1
回
か
ら
無

鑑
査
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
浮
世
絵
の
収
集
、
木
版
画
の
制

作
も
行
い
、
一
九
三
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
《
近
代
時
世

粧
》
を
制
作
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
二
年
、
版
元
長
谷
川
か
ら

木
版
画
《
踊
り
》《
唐
人
お
吉
》《
ダ
ン
サ
ー
》
を
出
版
。
続
い

て
一
九
三
四
年
に
は
渡
邊
版
画
店
よ
り
《
舞
踏
》
を
刊
行
す

る
。
以
降
も
文
展
、
新
文
展
に
作
品
を
出
品
す
る
と
同
時
に
清

方
の
同
門
会
の
青
衿
会
な
ど
に
も
、
会
員
と
し
て
多
く
の
作
品

を
発
表
し
た
。

　

本
作
は
、
ひ
な
げ
し
を
画
題
と
し
て
い
る
。
ひ
な
げ
し
は

「
心
の
平
穏
」「
別
れ
の
悲
し
み
」「
慰
め
」「
休
息
」
等
の
意
味

が
あ
る
。
ま
た
、
ひ
な
げ
し
は
、「
虞
美
人
草
」
の
別
名
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。「
虞
美
人
」
と
は
秦
末
期
に
存
在
し
た
と
さ

れ
る
項
羽
の
愛
人
の
名
で
あ
る
。
彼
女
は
劉
邦
と
の
争
い
の
結

果
、
自
害
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
墓
に
は
一
輪
の
花
が
咲
い
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
花
が
ひ
な
げ
し
で
あ
り
、
虞
美
人
草
の
名

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
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本
作
で
は
主
に
鉤
勒
（
こ
う
ろ
く
）、
付
け
立
て
、
ぼ
か
し

と
い
っ
た
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鉤
勒
と
は
描
く
対
象
の

形
態
を
輪
郭
線
で
く
く
る
技
法
で
あ
り
、
本
作
の
花
の
部
分
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
縁
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
花
の
存

在
感
を
よ
り
際
立
た
せ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
ひ
な
げ
し
の

特
徴
で
あ
る
黒
い
粒
上
の
お
し
べ
を
詳
細
に
描
写
し
て
お
り
、

花
弁
に
つ
い
て
も
色
彩
の
濃
淡
に
よ
っ
て
立
体
感
を
表
現
し
て

い
る
。
茎
の
部
分
に
は
付
け
立
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
付
け

立
て
と
は
、
下
描
き
や
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
筆
致
の
ふ
く
ら
み

や
勢
い
を
利
用
し
て
描
く
技
法
で
あ
る
。
曲
線
的
で
適
度
な
う

ね
り
が
あ
り
、
茎
に
生
え
た
棘
な
ど
細
部
ま
で
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
立
体
感
を
演
出
し
て
い
る
。
地
面
は
ぼ
か
し
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
実
際
に
生
え
て
い
る
も
の
を
描
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
複
数
の
表
現
技
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
写
実
的
だ
が

日
本
画
特
有
の
や
わ
ら
か
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
い
え

る
。

「
お
も
て
な
し
」
の
茶
会
へ

　

元
々
、
こ
の
茶
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
岡
部
教
授
「
地
域
の
文

化
財
を
広
め
、
地
域
お
こ
し
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
想

い
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
共
鳴
し
た
辻
家
の
方
々
を
中
心
に

多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
長
年
継
続
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
は
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
運
営
側
と
し
て
喜
ば
し
い
限
り

で
あ
る
。

　

以
前
は
演
習
（
三
年
生
）
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
実

習
（
二
年
生
）
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
運
営
さ
れ

て
い
た
。
だ
が
、
岡
部
教
授
の
担
当
科
目
変
更
に
伴
い
令
和
五

年
度
よ
り
岡
部
ゼ
ミ
は
実
習
の
み
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二

年
生
が
主
体
と
な
り
、
有
志
の
上
級
生
が
指
導
や
補
助
を
す
る

形
で
茶
会
が
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昨
冬
お
よ
び
今
夏
の
茶
会
で
は
、
辻
清
明
茶
会
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
更
新
や
案
内
状
を
新
た
に
制
作
し
た
。
近
年
の
茶
会

は
準
備
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
ず
、
急
ピ
ッ
チ
で
仕
上
げ
る
こ
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と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
改
変
を
す
る
こ
と
な

く
、
前
例
に
倣
っ
て
運
営
を
し
て
い
た
。
だ
が
、
昨
冬
の
茶
会

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
今
夏
の
茶
会
で
案
内
状
を
制
作
し
た
。
実

習
の
授
業
と
し
て
実
践
的
で
あ
り
、
来
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら

も
高
評
価
を
い
た
だ
け
た
。

　

着
実
に
進
化
し
続
け
て
い
る
こ
の
茶
会
で
は
お
も
て
な
し
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
客
人
を
も
て
な
す
こ
と
は
周
到
な
準

備
と
気
持
ち
が
必
要
と
な
る
。
今
が
で
き
て
い
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
よ
り
進
化
さ
せ
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
い
え

る
。
二
年
生
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
で
き
る
よ
う
に
上
級
生
が

お
も
て
な
し
の
マ
イ
ン
ド
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

ご
厚
意
で
茶
室
や
辻
清
明
氏
、
辻
協
氏
の
制
作
さ
れ
た
茶
碗

を
貸
し
て
頂
い
て
い
る
辻
家
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
帝
京
大
学
裏
千
家
茶
道
部
、
来
て
頂
い
た
お
客
様
方
に
対
し

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

茶
室
内
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
の
実
施
と
地
域
交
流

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
茶
会
が
一
度
途
絶
え
た
後
、
開
催
頻
度
を

年
四
回
か
ら
年
に
二
回
に
変
更
し
、
二
〇
二
一
年
か
ら
再
開
し

た
。《
虹
の
茶
会
》
開
催
以
前
の
茶
会
に
お
い
て
、
現
場
で
の

辻
清
明
や
掛
け
軸
の
解
説
は
私
が
担
当
し
て
き
た
。
し
か
し
、

教
育
普
及
活
動
や
学
生
と
地
域
交
流
、
清
風
庵
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、《
虹
の
茶
会
》
か
ら
岡
部
ゼ
ミ
の
学
生
に
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
配
布
資
料
だ
け
で
な
く
、
当
日

に
茶
室
内
で
解
説
を
す
る
と
い
う
課
題
を
設
け
る
こ
と
に
し

た
。
岡
部
ゼ
ミ
に
は
、
学
芸
員
資
格
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学

生
も
多
い
。
外
部
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
は
学
生
の
成
長

に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。《
虹
の
茶
会
》

で
展
示
し
た
掛
け
軸
は
、
近
代
日
本
画
家
の
下
村
観
山
作
で
あ

り
、
観
山
の
展
覧
会
図
録
や
先
行
研
究
も
豊
富
で
あ
っ
た
。
初

め
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
を
行
う
学
生
に
と
っ
て
も
ハ
ー
ド

ル
が
低
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、《
虹
の
茶
会
》
か
ら
の
実
施

を
決
め
た
。
ま
た
、
茶
会
で
参
加
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、
美
術
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館
で
の
学
芸
員
経
験
者
や
美
術
史
家
の
方
も
多
い
。
茶
室
内
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
外
の
有
識
者

か
ら
の
指
導
も
受
け
ら
れ
る
と
い
う
狙
い
も
含
ん
で
い
る
。
勿

論
、
美
術
に
初
め
て
触
れ
る
他
専
攻
の
学
生
や
一
般
の
方
も
い

る
た
め
、
教
育
普
及
活
動
や
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
も
、
茶

室
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。《
虹

の
茶
会
》
で
は
、
学
生
代
表
を
務
め
る
私
と
、
当
時
学
部
三
年

で
あ
っ
た
小
山
将
嗣
さ
ん
が
担
当
し
た
が
、《
ひ
な
げ
し
の
茶

会
》
か
ら
は
学
部
二
年
生
に
も
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
参
加
し

た
方
々
か
ら
は
好
評
で
あ
り
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
向
上
に
も
繋
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
も
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ト
ー
ク
を
実
施
し
て
い
く
方
針
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
と
並
行
し
、
辻
清
明
・
辻
協

の
作
品
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
私

が
所
蔵
し
て
い
る
辻
清
明
・
辻
協
の
作
品
を
展
示
す
る
活
動
も

実
施
し
て
い
る
。
陶
芸
家
と
聞
く
と
茶
器
や
食
器
を
連
想
す
る

方
が
多
い
。
し
か
し
、
辻
清
明
・
協
の
作
品
に
は
笛
型
の
カ
ト

ラ
リ
ー
や
蝶
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
も
多
い
。
茶

会
だ
け
で
な
く
、
作
品
を
通
じ
て
辻
陶
房
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
い
う
狙
い
で
展
示
を
昨
年
か
ら
続
け
て
い
る
。
現
状
、

作
品
の
解
説
は
私
が
担
当
し
て
い
る
が
、
次
回
以
降
か
ら
は
学

部
生
に
解
説
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
相
当

な
準
備
が
必
要
と
な
る
が
、
学
生
の
能
力
向
上
と
地
域
交
流
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

（
帝
京
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
・
文
化
遺
産
学
専
攻

博
士
前
期
課
二
年　

鴻
村
大
地
）

茶
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
感
想

　

私
は
二
年
生
の
と
き
に
は
じ
め
て
茶
会
に
参
加
し
た
。
当
時

学
部
四
年
生
だ
っ
た
鴻
村
大
地
さ
ん
の
指
示
を
仰
ぎ
つ
つ
、
緊

張
し
な
が
ら
も
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
お
ぼ
え

て
い
る
。
そ
の
後
も
参
加
し
続
け
、
今
で
は
後
輩
に
指
導
し
て

い
る
立
場
に
あ
る
。

　

な
ぜ
茶
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
続
け
て
い
る
か
。
そ
れ
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は
茶
会
の
空
間
が
心
地
よ
い
か
ら
だ
。
多
摩
の
自
然
に
囲
ま

れ
、
季
節
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
毎
回
季
節
や
参
加
者
で

雰
囲
気
が
変
わ
る
た
め
、
同
じ
茶
会
は
な
く
、
新
鮮
に
感
じ

る
。
ま
た
、
辻
清
明
の
茶
器
や
岡
部
先
生
所
蔵
の
掛
軸
を
拝
見

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
か
な
り
魅
力
的
だ
。
そ
ん
な
魅
力
に

惹
か
れ
る
と
と
も
に
多
く
の
人
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
気
持

ち
で
運
営
に
携
わ
り
続
け
て
い
る
。

　

上
級
生
と
な
り
、
運
営
で
指
導
的
立
場
に
立
つ
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
作
業
の
分
担
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
主
に
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
茶
会
の
準
備
は
授
業
だ
け
で

済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
学
生
の
空
き
時
間
を
借
り
て
作
業

を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
協
力
し
て

く
れ
る
学
生
も
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
学
生
も
い
る
。
ど
う
し

て
も
積
極
的
に
動
い
て
く
れ
る
学
生
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
い
申
し
訳
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
学
生

は
茶
会
の
準
備
や
運
営
、
当
日
参
加
し
、
間
違
い
な
く
成
長
し

て
い
る
。
上
級
生
と
し
て
迷
惑
を
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
句
一
つ
言
わ
ず
作
業
を
し
て
く
れ
た
後
輩
に
感
謝
す
る
。

　

最
後
に
大
学
院
生
の
鴻
村
さ
ん
は
誰
よ
り
も
茶
会
を
成
功
さ

せ
よ
う
と
自
分
や
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
。
そ
し
て
岡
部
昌
幸
先
生
は
茶
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を

大
切
に
考
え
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
お
二
方
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
力
に
な
れ
る
よ

う
精
進
し
て
い
き
た
い
。

�

（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
四
年　

小
山
将
嗣
）

　

お
茶
会
に
は
初
め
て
の
参
加
で
し
た
。
真
夏
日
の
な
か
ク
ー

ラ
ー
の
な
い
お
茶
室
や
旧
邸
宅
は
暑
い
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
伺
っ
て
み
る
と
林
立
し
た
木
々
の
な

か
に
静
謐
な
雰
囲
気
が
漂
う
空
間
の
な
か
に
あ
り
、
そ
こ
だ
け

異
世
界
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
暑
さ
も
全
く
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
茶
会
の
作
法
も
不
慣
れ
で
し
た
が
、
亭

主
の
方
が
緊
張
を
ほ
ぐ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
下
さ
り
、
朗
ら
か

な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
下
さ
っ
た
た
め
、
そ
う
い
っ
た
お
心
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遣
い
が
相
俟
っ
て
よ
り
お
茶
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
お
茶
室
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
小
早
川
清
の
《
ひ
な

げ
し
》
は
、
お
茶
室
の
主
人
そ
の
も
の
の
よ
う
に
存
在
感
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
鉤
勒
で
描
か
れ
た
花
の
存
在
感
や
、
明
る
い

色
使
い
は
、
お
茶
室
に
訪
れ
た
人
々
を
穏
や
か
に
迎
え
入
れ
、

緊
張
し
な
い
よ
う
に
包
み
込
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
茶
花
で
あ
る
百
日
草
は
、
夏
の
暑
さ
に
強
い
百
日
草
ら

し
く
生
命
感
を
感
じ
る
一
方
で
午
後
四
時
過
ぎ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
少
し
元
気
が
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
状
態
こ
そ
が
、
生
命
の
う
つ
ろ
う
姿
が
茶
室
に
取
り
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
、
千
利
休
の
言
葉
と
さ
れ
る
「
花
は
野

に
あ
る
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
を
表
し
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

茶
器
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
も
の
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
夏
ら
し
く
爽
や
か
さ
が
あ
り
、
見
て
い
る
だ
け
で
清
涼
感

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茶
器
の
影
も
透
明
感
が
あ
り
、

水
面
に
差
す
光
の
よ
う
に
思
い
、
お
茶
会
は
季
節
や
気
候
に
合

わ
せ
非
常
に
細
か
い
部
分
ま
で
真
心
を
込
め
て
準
備
す
る
も
の

な
の
だ
と
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
菓
子
も
色
と
り
ど
り
で
華

や
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
が
頂
い
た
も
の
は
ピ
ン
ク
色
だ
っ

た
の
で
す
が
、
茶
花
で
あ
る
百
日
草
も
ピ
ン
ク
色
の
も
の
が

あ
っ
た
た
め
茶
花
を
眺
め
な
が
ら
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
お
茶
会
の
印
象
は
厳
か
で
亭
主
が
淹
れ

た
お
茶
を
飲
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
初
め
て
お
茶
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
茶
会
は
た

だ
お
茶
を
飲
む
も
の
で
は
な
く
、
茶
室
の
茶
器
や
掛
け
軸
、
茶

花
の
準
備
か
ら
そ
の
時
々
の
雰
囲
気
作
り
ま
で
、
そ
こ
に
は
関

わ
る
人
々
の
心
遣
い
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
茶
室
が
あ
る
場
所
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

私
が
日
々
暮
ら
す
都
会
の
喧
噪
と
は
異
な
り
、
静
謐
で
自
然
溢

れ
る
空
間
は
生
命
力
と
穏
や
か
な
空
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
茶
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。　

�

（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
四
年　

荒
井
涼
花
）　　
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私
は
今
回
行
わ
れ
た
辻
清
明
茶
会
に
お
い
て
、
茶
会
の
場
で

用
い
ら
れ
る
掛
軸
の
解
説
文
の
制
作
、
案
内
状
制
作
の
支
援
、

茶
会
当
日
の
作
業
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
作
業
に
従
事
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な

る
と
同
時
に
大
き
な
自
信
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
習
に
て
茶
会
を
催
す
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
当
初
、

こ
こ
ま
で
多
彩
で
貴
重
な
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
初
、
私
は
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
に
対

す
る
知
識
が
な
く
、
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
準
備
を
始
め
て
み
る
と
先
輩
方

の
的
確
な
指
導
に
よ
っ
て
当
初
抱
い
て
い
た
不
安
は
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
人
の
上
に
立
つ
者
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
茶
会
に
関
す
る
準
備
、
実
際
に
茶
会
を
執
り

行
う
中
で
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
特

に
茶
会
の
場
で
飾
ら
れ
る
掛
軸
の
説
明
文
を
構
成
し
、
そ
れ
を

用
い
て
実
際
に
説
明
を
行
っ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
多
く
の
学

び
を
得
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
茶
会
の
場
は
静
謐
で
濃
密
な
空

間
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
空
間
で
説
明
を
行
う
こ
と
は
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
説
明
は
客
人

と
の
会
話
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
た
め
、
聞
き
手
に
寄
り

添
っ
た
柔
軟
な
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
文
の
構
成
を
考
え
る
際
に
は
至
ら
な
い
箇
所
が
顕
著
に

表
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
論
文
な
ど
厳
密
さ
が
要
求
さ
れ
る
文
章

を
書
く
時
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
も
新
た
な
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

辻
清
明
茶
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
長
き
に
わ
た
っ

て
私
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
に
な
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
茶
会
に
従
事
す
る
中
で
、
共

に
働
き
結
束
を
強
め
た
仲
間
と
辻
清
明
茶
会
を
企
画
し
た
岡
部

昌
幸
先
生
に
対
す
る
尊
敬
と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

�
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
二
年　

古
木
翼
）　
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注（
1
）
詳
し
く
は
『
帝
京
史
学
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
『
卒
業

へ
の
道
し
る
べ
ー
卒
業
論
文
＆
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
』

の
「
美
術
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
」「
大
学
教
育
と
地
域
貢

献
」
等
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
2
）
ご
令
室
・
辻
協
（
一
九
三
〇
～
二
〇
〇
八
）
は
女
性
で
初
の

日
本
陶
磁
協
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
陶
芸
家
。
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茶
室
と
掛
け
軸
の
解
説
を
行
う
小
山
将
嗣
さ
ん

（
当
時
学
部
三
年
生
）「
虹
の
茶
会
」

「
虹
の
茶
会
」
で
の
一
服
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「
ひ
な
げ
し
の
茶
会
」
の
点
前

登
り
窯
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
辻
文
夫
さ
ん
（
左
）

「
ひ
な
げ
し
の
茶
会
」


